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②

　

1111
月月
７７
日
（
日
）、
日
ポ
み
な
と
公
園

日
（
日
）、
日
ポ
み
な
と
公
園

で
、
火
縄
銃
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

で
、
火
縄
銃
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
種
子
島
火
縄
銃
保
存
会
の

　

こ
れ
は
、
種
子
島
火
縄
銃
保
存
会
の

設
立
設
立
5050
周
年
記
念
事
業
と
し
て
行
わ
れ

周
年
記
念
事
業
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。
種
子
島
火
縄
銃
保
存
会

た
も
の
で
す
。
種
子
島
火
縄
銃
保
存
会

の
他
に
、
紀
州
雑
賀
鉄
砲
衆
（
和
歌
山

の
他
に
、
紀
州
雑
賀
鉄
砲
衆
（
和
歌
山

県
）、
堺
火
縄
銃
保
存
会
（
大
阪
府
）、

県
）、
堺
火
縄
銃
保
存
会
（
大
阪
府
）、

根
来
史
研
究
会
根
来
鉄
砲
隊
（
和
歌
山

根
来
史
研
究
会
根
来
鉄
砲
隊
（
和
歌
山

県
）、
葦
北
鉄
砲
隊
（
熊
本
県
）、
岩
国

県
）、
葦
北
鉄
砲
隊
（
熊
本
県
）、
岩
国

藩
鉄
砲
隊
保
存
会
（
山
口
県
）
の
５
団

藩
鉄
砲
隊
保
存
会
（
山
口
県
）
の
５
団

体
が
参
加
し
ま
し
た
。

体
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

火
縄
銃
団
体
代
表
者
の
一
斉
撃
ち
で

　

火
縄
銃
団
体
代
表
者
の
一
斉
撃
ち
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
が
飾
ら
れ
、
各
団
体
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
が
飾
ら
れ
、
各
団
体
の

演
武
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
銃
声
が
響

演
武
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
銃
声
が
響

き
、
迫
力
の
あ
る
演
武
に
会
場
か
ら
は

き
、
迫
力
の
あ
る
演
武
に
会
場
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

演
武
を
見
に
来
た
野
頭
憂
也
さ
ん

　

演
武
を
見
に
来
た
野
頭
憂
也
さ
ん

（
現
和
上
之
町
）
は
、「
初
め
て
火
縄
銃

（
現
和
上
之
町
）
は
、「
初
め
て
火
縄
銃

の
演
武
を
見
た
。
各
団
体
の
い
ろ
ん
な

の
演
武
を
見
た
。
各
団
体
の
い
ろ
ん
な

衣
装
や
銃
の
打
ち
方
、
か
け
声
が
あ
っ

衣
装
や
銃
の
打
ち
方
、
か
け
声
が
あ
っ

て
か
っ
こ
良
い
。
長
年
に
わ
た
り
、
伝

て
か
っ
こ
良
い
。
長
年
に
わ
た
り
、
伝

統
が
大
切
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
だ

統
が
大
切
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
だ

と
感
じ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

と
感
じ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

商
工
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
開
催

演
芸
に
出
店
、
抽
選
会
も

　

同
会
場
で
は
、
市
商
工
会
に
よ
る
商

　

同
会
場
で
は
、
市
商
工
会
に
よ
る
商

工
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
開
催
さ
れ
、
多

工
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
開
催
さ
れ
、
多

く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

出
店
が
並
び
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
鉄

　

出
店
が
並
び
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
鉄

砲
太
鼓
、
琉
球
國
祭
り
太
鼓
、
フ
ラ
ダ

砲
太
鼓
、
琉
球
國
祭
り
太
鼓
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
税

ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
税

金
ク
イ
ズ
と
大
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
子

金
ク
イ
ズ
と
大
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
子

ど
も
も
大
人
も
夢
中
で
楽
し
ん
で
い
る

ど
も
も
大
人
も
夢
中
で
楽
し
ん
で
い
る

様
子
で
し
た
。

様
子
で
し
た
。

鉄砲太鼓鉄砲太鼓

フラダンスフラダンス

琉球國祭り太鼓琉球國祭り太鼓

税金クイズ税金クイズ

葦北鉄砲隊（熊本県）
葦北に伝わる鉄砲隊の伝銃砲術「稲
富流砲術」を継承するため、葦北鉄
砲隊を結成。平成 24 年 2月に「くま
もと県民文化賞」を受賞し、国内各
地や海外で演武を披露しています。

紀州雑賀鉄砲衆（和歌山県）
戦国時代、種子島から伝来した鉄砲
が紀州の地にもたらされ、精強な鉄
砲軍団を形成。雑賀鉄砲衆は、和歌
山の砲術を復元し、演武では当時と
同じ種類の火薬を使用しています。

根来史研究会根来鉄砲隊（和歌山県）根来史研究会根来鉄砲隊（和歌山県）
全国数ある鉄砲隊の中でも、僧兵姿
は唯一。種子島から伝来した鉄砲が
紀州根来にもたらされ、模倣したの
が本州最初の鉄砲であり、鉄砲を得
た僧兵軍団が根来鉄砲隊です。

堺火縄銃保存会（大阪府）
戦国時代、堺に鉄砲と火薬の製法が
伝わり、堺が一大生産地となりまし
た。全国の大名等に鉄砲を広めて乱
世を治める大きな役割を果たし、歴
史的遺産が数多く残されています。

岩国藩鉄砲隊保存会（山口県）
山口県東部の周防国岩国藩・吉川家
の「鉄砲組」の砲術流儀として伝え
られた、石田流砲術の伝承と研究に
取り組んでいます。岩国城の麓の錦
帯橋付近で訓練を行っています。

種子島火縄銃保存会（鹿児島県）
種子島火縄銃保存会は、昭和 46 年に設立され、今
年で 50 周年を迎えました。種子島古式火縄銃の流
儀保存・文化伝承、研究を行い、ポルトガル共和国
でも試射演武を披露しています。また、今年 8月、
県庁で東京パラリンピックの採火式に参加し、火打
石で灯した火が東京へ送られました。

―響く轟音、たちこめる火薬の匂い、迫力の演武―
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ま・ち・の・わ・だ・い

③

　　

1010
月月
1515
日
（
金
）、
熊
毛
地
区
林
材
協

日
（
金
）、
熊
毛
地
区
林
材
協

会
の
皆
さ
ん
が
、「
木
の
日
（

会
の
皆
さ
ん
が
、「
木
の
日
（
1010
月
８
月
８

日
）」
に
ち
な
み
、
木
材
需
要
拡
大
推
進

日
）」
に
ち
な
み
、
木
材
需
要
拡
大
推
進

要
望
活
動
を
行
い
、
市
長
へ
要
望
書
を

要
望
活
動
を
行
い
、
市
長
へ
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
住
宅
や
公
共
施
設
、

　

こ
の
活
動
は
、
住
宅
や
公
共
施
設
、

土
木
工
事
等
で
種
子
島
産
材
の
積
極
的

土
木
工
事
等
で
種
子
島
産
材
の
積
極
的

な
活
用
を
推
進
す
る
た
め
に
毎
年
行
わ

な
活
用
を
推
進
す
る
た
め
に
毎
年
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
、「
ぜ
ひ
、
地
元
の

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
、「
ぜ
ひ
、
地
元
の

木
材
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

木
材
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
林
業
を
担
う
若
手
職
員
の
不
足
も

た
、
林
業
を
担
う
若
手
職
員
の
不
足
も

課
題
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
対
応
策
を

課
題
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
対
応
策
を

考
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

考
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

木
材
需
要
拡
大
推
進
要
望
活
動

　　

1010
月月
1515
日
（
金
）、
下
西
小
学
校
で
東

日
（
金
）、
下
西
小
学
校
で
東

北
大
学
の
学
生
と
教
授
に
よ
る
環
境
学

北
大
学
の
学
生
と
教
授
に
よ
る
環
境
学

習
の
授
業
が
行
わ
れ
、
４
年
生
の
児
童

習
の
授
業
が
行
わ
れ
、
４
年
生
の
児
童

1616
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
天
ぷ
ら
油
（
食
用
油
）

　

授
業
で
は
、
天
ぷ
ら
油
（
食
用
油
）

か
ら
燃
料
を
作
る
実
験
を
行
い
、
油
と

か
ら
燃
料
を
作
る
実
験
を
行
い
、
油
と

ア
ル
コ
ー
ル
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
バ
イ
オ

ア
ル
コ
ー
ル
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
バ
イ
オ

燃
料
を
作
り
ま
し
た
。
児
童
は
、
こ
の

燃
料
を
作
り
ま
し
た
。
児
童
は
、
こ
の

バ
イ
オ
燃
料
が
、
地
球
の
環
境
問
題
に

バ
イ
オ
燃
料
が
、
地
球
の
環
境
問
題
に

大
き
く
関
わ
る
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に

大
き
く
関
わ
る
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に

つ
な
が
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

つ
な
が
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

松
田
佑
君
は
、「
薬
品
を
混
ぜ
合
わ

　

松
田
佑
君
は
、「
薬
品
を
混
ぜ
合
わ

せ
て
反
応
を
観
察
す
る
の
が
楽
し
か
っ

せ
て
反
応
を
観
察
す
る
の
が
楽
し
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
環
境
問
題
に
つ
い
て
考

た
。
こ
れ
か
ら
環
境
問
題
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

天
ぷ
ら
油
で
燃
料
作
り
に
挑
戦

環
境
問
題
を
考
え
る
（
下
西
小
）

▲東北大学の学生と実験をする児童

《
安
納
棒
踊
（
市
指
定
文
化
財
）》

　　

1010
月月
1717
日
（
日
）
に
安
納
神
社
で
行

日
（
日
）
に
安
納
神
社
で
行

わ
れ
た
棒
踊
は
、
棒
と
鎌
を
使
っ
て

わ
れ
た
棒
踊
は
、
棒
と
鎌
を
使
っ
て
６

人
１
組
で
踊
り
ま
し
た
。

　

６
人
の
踊
手
は
、
歌
に
合
わ
せ
て
特

徴
的
な
素
早
い
動
き
を
披
露
し
、
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
般
公
開
で
観
覧
に
訪
れ
て
い
た
今

井
ス
マ
子
さ
ん
（
桜
園
）
は
、「
安
納

棒
踊
は
初
め
て
見
た
。
若
い
方
た
ち
が

一
生
懸
命
踊
っ
て
い
る
姿
が
と
て
も
良

か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

市
の
郷
土
芸
能

棒
踊 

各
地
域
で
奉
納
さ
れ
る

▲安納棒踊の様子▲安城棒踊の様子 　

安
納
校
区
と
安
城
校
区
の
各
神
社

　

安
納
校
区
と
安
城
校
区
の
各
神
社

で
、
で
、
1010
月
に
郷
土
芸
能
の
棒
踊
が
奉
納

月
に
郷
土
芸
能
の
棒
踊
が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

《
安
城
棒
踊
》

　　

1010
月月
2424
日
（
日
）
に
諏
訪
神
社
で
行

日
（
日
）
に
諏
訪
神
社
で
行

わ
れ
た

わ
れ
た
安
城
棒
踊
は
、
六
尺
棒
を
使
っ

て
８
人
１
組
で
披
露
す
る
踊
り
で
す
。

当
日
は
、
３
組
で
踊
り
ま
し
た
。
長
年

奉
納
が
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
校
区

民
や
出
身
者
等
が
集
ま
り
、
昨
年
か
ら

十
数
年
ぶ
り
の
復
活
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
衣
装

に
身
を
包
み
、
み
ん
な
で
息
を
合
わ
せ

て
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

入
鹿
山
君
徳
校
区
長
は
、「
安
城
校
区

の
無
病
息
災
と
活
性
化
を
願
っ
て
踊
っ

た
。
長
く
続
く
郷
土
芸
能
と
し
て
今
後

も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

市政の窓2021.12 月号
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④

　　

1010
月月
2424
日
（
日
）、「
種
子
島
の
海
と

日
（
日
）、「
種
子
島
の
海
と

山
を
つ
な
ぐ
会
」
が
、
国
上
の
湊
川
で

山
を
つ
な
ぐ
会
」
が
、
国
上
の
湊
川
で

水
質
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

水
質
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
島
内
２
高
校
と
錦
江
湾
高

　

同
会
は
、
島
内
２
高
校
と
錦
江
湾
高

校
の
生
徒
、
大
学
教
授
、
地
元
の
関
係

校
の
生
徒
、
大
学
教
授
、
地
元
の
関
係

者
等
で
構
成
さ
れ
、
藻
場
再
生
の
活
動

者
等
で
構
成
さ
れ
、
藻
場
再
生
の
活
動

を
通
し
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
と
漁
業
者
の
共

を
通
し
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
と
漁
業
者
の
共

生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
で

生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
で

行
っ
た
水
質
調
査
で
は
、
簡
易
キ
ッ
ト

行
っ
た
水
質
調
査
で
は
、
簡
易
キ
ッ
ト

を
使
っ
て
調
べ
た
結
果
、
川
の
水
が
汚

を
使
っ
て
調
べ
た
結
果
、
川
の
水
が
汚

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

同
会
は
、

　

同
会
は
、
1111
月月
3030
日
ま
で
ク
ラ
ウ
ド

日
ま
で
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
集
ま
っ
た

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
集
ま
っ
た

支
援
金
で
湊
川
を
き
れ
い
に
し
て
、
藻

支
援
金
で
湊
川
を
き
れ
い
に
し
て
、
藻

場
再
生
の
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

場
再
生
の
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

高
校
生
が
湊
川
の
水
質
調
査

　

   

藻
場
再
生
活
動
に
取
り
組
む

▲川の水を調査する高校生

大
瀬
良
行
さ
ん 

か
ら
い
も
献
上

　　

1010
月月
1818
日
（
月
）、
大
瀬
休
左
衛
門
の

日
（
月
）、
大
瀬
休
左
衛
門
の

子
孫
で
あ
る
大
瀬
良
行
さ
ん
が
、
栖
林

子
孫
で
あ
る
大
瀬
良
行
さ
ん
が
、
栖
林

神
社
（
か
ら
い
も
神
社
）
に
か
ら
い
も

神
社
（
か
ら
い
も
神
社
）
に
か
ら
い
も

を
献
上
し
ま
し
た
。

を
献
上
し
ま
し
た
。

　

大
瀬
休
左
衛
門
は
、
琉
球
王
国
か
ら

　

大
瀬
休
左
衛
門
は
、
琉
球
王
国
か
ら

お
く
ら
れ
た
「
甘
藷
」
の
栽
培
に
成
功

お
く
ら
れ
た
「
甘
藷
」
の
栽
培
に
成
功

し
、
飢
饉
や
災
害
に
苦
し
ん
で
い
た
島

し
、
飢
饉
や
災
害
に
苦
し
ん
で
い
た
島

を
救
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
感
謝
し
、
神

を
救
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
感
謝
し
、
神

社
と
大
瀬
休
左
衛
門
夫
婦
の
墓
（
下
石

社
と
大
瀬
休
左
衛
門
夫
婦
の
墓
（
下
石

寺
）
に
か
ら
い
も
を
供
え
る
習
わ
し
が

寺
）
に
か
ら
い
も
を
供
え
る
習
わ
し
が

毎
年
続
い
て
い
ま
す
。

毎
年
続
い
て
い
ま
す
。

　

大
瀬
さ
ん
は
、「
昨
年
か
ら
続
く
サ
ツ

　

大
瀬
さ
ん
は
、「
昨
年
か
ら
続
く
サ
ツ

マ
イ
モ
基
腐
病
が
早
く
治
ま
り
、
農
家

マ
イ
モ
基
腐
病
が
早
く
治
ま
り
、
農
家

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
栽
培
で
き
る
よ

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
栽
培
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲大瀬良行さん（前列右から 2番目）

　　

1111
月月
１１
日
（
月
）、
安
城
小
学
校
で

日
（
月
）、
安
城
小
学
校
で

石
碑
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

石
碑
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

明
治

　

明
治
1818
年
、
難
波
し
た
ア
メ
リ
カ
商

年
、
難
波
し
た
ア
メ
リ
カ
商

船
カ
シ
ミ
ア
号
の
乗
組
員
を
、
安
城
と

船
カ
シ
ミ
ア
号
の
乗
組
員
を
、
安
城
と

伊
関
の
人
々
が
救
助
し
、
手
厚
く
介
抱

伊
関
の
人
々
が
救
助
し
、
手
厚
く
介
抱

し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
た
く
さ
ん

し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
た
く
さ
ん

の
お
礼
が
贈
ら
れ
、
子
ど
も
の
教
育
の

の
お
礼
が
贈
ら
れ
、
子
ど
も
の
教
育
の

た
め
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
先
人
の

た
め
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
先
人
の

美
徳
を
受
け
継
ぐ
た
め
に
、
毎
年
石
碑

美
徳
を
受
け
継
ぐ
た
め
に
、
毎
年
石
碑

祭
り
が
行
わ
れ
、
同
校
で
は
「
安
城
思

祭
り
が
行
わ
れ
、
同
校
で
は
「
安
城
思

い
や
り
の
教
育
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

い
や
り
の
教
育
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
は
、
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
小

　

児
童
は
、
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
小

山
田
一
郎
さ
ん
（
同
校
卒
業
生
）
か
ら
、

山
田
一
郎
さ
ん
（
同
校
卒
業
生
）
か
ら
、

先
人
の
行
い
や
紀
徳
碑
が
建
て
ら
れ
る

先
人
の
行
い
や
紀
徳
碑
が
建
て
ら
れ
る

ま
で
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

ま
で
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

安
城
小
学
校
で
石
碑
祭
り

　　

1010
月月
3030
日
（
土
）、
株
式
会
社
九
電

日
（
土
）、
株
式
会
社
九
電

工
熊
毛
営
業
所
と
協
力
会
社
（
小
川
電

工
熊
毛
営
業
所
と
協
力
会
社
（
小
川
電

気
・
名
越
電
設
）、
現
和
校
区
及
び
住

気
・
名
越
電
設
）、
現
和
校
区
及
び
住

吉
校
区
が
協
働
で
、
神
社
の
高
枝
伐
採

吉
校
区
が
協
働
で
、
神
社
の
高
枝
伐
採

作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
神
社
周
辺
の
巨
木
の

　

こ
の
取
組
は
、
神
社
周
辺
の
巨
木
の

伐
採
に
悩
ん
で
い
た
両
校
区
に
対
し
、

伐
採
に
悩
ん
で
い
た
両
校
区
に
対
し
、

株
式
会
社
九
電
工
熊
毛
営
業
所
と
協
力

株
式
会
社
九
電
工
熊
毛
営
業
所
と
協
力

会
社
が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
で
実
施

会
社
が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
で
実
施

し
た
も
の
で
す
。

し
た
も
の
で
す
。

　

伐
採
後
の
空
を
見
上
げ
て
、
両
校
区

　

伐
採
後
の
空
を
見
上
げ
て
、
両
校
区

の
皆
さ
ん
は
大
変
喜
び
ま
し
た
。

の
皆
さ
ん
は
大
変
喜
び
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
、

　

市
で
は
、
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
、

今
後
も
多
様
な
主
体
と
連
携
す
る
仕
組

今
後
も
多
様
な
主
体
と
連
携
す
る
仕
組

み
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

み
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
と
民
間
企
業
が
連
携
し
て

地
域
課
題
を
解
決

現和校区現和校区

住吉校区住吉校区

市政の窓 2021.12 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

　

1111
月月
２２
日
（
火
）、
住
吉
小
学
校
で
図

日
（
火
）、
住
吉
小
学
校
で
図

書
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

書
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
図
書
は
、
同
校
の
卒
業
生
で
あ

　

こ
の
図
書
は
、
同
校
の
卒
業
生
で
あ

る
奥
村
一
也
さ
ん
（
鹿
児
島
市
）
が
、

る
奥
村
一
也
さ
ん
（
鹿
児
島
市
）
が
、

児
童
に
た
く
さ
ん
の
本
に
親
し
ん
で
ほ

児
童
に
た
く
さ
ん
の
本
に
親
し
ん
で
ほ

し
い
と
の
想
い
を
込
め
た

し
い
と
の
想
い
を
込
め
た
1010
万
円
の
寄

万
円
の
寄

付
に
よ
り
、
購
入
し
た
も
の
で
す
。

付
に
よ
り
、
購
入
し
た
も
の
で
す
。

　

図
書
委
員
長
の
濱
上
鈴
佳
さ
ん
（
５

　

図
書
委
員
長
の
濱
上
鈴
佳
さ
ん
（
５

年
）
は
、「
好
き
な
本
を
た
く
さ
ん
寄
付

年
）
は
、「
好
き
な
本
を
た
く
さ
ん
寄
付

し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
嬉
し
い
。
こ

し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
嬉
し
い
。
こ

れ
か
ら
た
く
さ
ん
本
を
読
み
た
い
」
と

れ
か
ら
た
く
さ
ん
本
を
読
み
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。
購
入
し
た
本
は
、
同
校

話
し
ま
し
た
。
購
入
し
た
本
は
、
同
校

で
毎
日
取
り
組
ん
で
い
る
５
分
間
の
読

で
毎
日
取
り
組
ん
で
い
る
５
分
間
の
読

書
活
動
等
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

書
活
動
等
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

卒
業
生
が
図
書
寄
贈
（
住
吉
小
）

　

1111
月
２
日
（
火
）、
種
子
島
中
学
校

月
２
日
（
火
）、
種
子
島
中
学
校

で
学
習
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

で
学
習
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
２
０
５
０
年
の
種
子

　

生
徒
た
ち
は
、
２
０
５
０
年
の
種
子

島
が
抱
え
る
課
題
や
市
の
未
来
、
Ｓ
Ｄ

島
が
抱
え
る
課
題
や
市
の
未
来
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
取

Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
取

組
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
。

組
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
。

ど
の
発
表
も
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

ど
の
発
表
も
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
よ
る
「
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
」

想
に
よ
る
「
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
」

を
使
っ
て
分
か
り
や
す
く
プ
レ
ゼ
ン

を
使
っ
て
分
か
り
や
す
く
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

山
口
寛
太
郎
さ
ん
（
３
年
）
は
、「
タ

　

山
口
寛
太
郎
さ
ん
（
３
年
）
は
、「
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
と
使
っ
て
発
表

ブ
レ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
と
使
っ
て
発
表

で
き
た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か

で
き
た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か

ら
の
学
習
に
生
か
し
た
い
」
と
話
し
ま

ら
の
学
習
に
生
か
し
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

し
た
。

種
子
島
中
学
校

　
　

第
２
回
学
習
発
表
会

▲家庭から排出される二酸化炭素量について発表する様子

　

1111
月月
２２
日
（
火
）、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
種

日
（
火
）、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
種

子
島
で
、
熊
毛
地
域
特
産
品
コ
ン
ク
ー

子
島
で
、
熊
毛
地
域
特
産
品
コ
ン
ク
ー

ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
時
代
に
沿
っ
て

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
時
代
に
沿
っ
て

変
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

変
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
売
れ
る
商
品
開
発
促
進
を
目
的
と
し

た
売
れ
る
商
品
開
発
促
進
を
目
的
と
し

て
、
３
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

て
、
３
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
食
品
部
門

　

今
回
は
、
食
品
部
門
2626
点
、
工
芸
品

点
、
工
芸
品

部
門
部
門
1212
点
の
応
募
が
あ
り
、
各
地
域
の

点
の
応
募
が
あ
り
、
各
地
域
の

特
産
品
を
使
っ
た
様
々
な
商
品
が
紹
介

特
産
品
を
使
っ
た
様
々
な
商
品
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
各
部
門

さ
れ
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
各
部
門

と
も
最
優
秀
賞
は
屋
久
島
勢
が
独
占
。

と
も
最
優
秀
賞
は
屋
久
島
勢
が
独
占
。

奨
励
賞
に
、「
沖
ケ
浜
田
の
塩
黒
糖
（
種

奨
励
賞
に
、「
沖
ケ
浜
田
の
塩
黒
糖
（
種

子
島
沖
ケ
浜
田
黒
糖
生
産
協
同
組
合
）」

子
島
沖
ケ
浜
田
黒
糖
生
産
協
同
組
合
）」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

熊
毛
地
域
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル

　

種
子
島
高
校
の
窪
信
一
朗
さ
ん
（
美

　

種
子
島
高
校
の
窪
信
一
朗
さ
ん
（
美

術
担
当
教
師
）
が
、
第
８
回

術
担
当
教
師
）
が
、
第
８
回 

日
本
美
術

日
本
美
術

展
覧
会
（
日
展
）
の
第
３
科
〈
彫
刻
〉
で
、

展
覧
会
（
日
展
）
の
第
３
科
〈
彫
刻
〉
で
、

特
選
を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
展
覧
会
は
、

特
選
を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
展
覧
会
は
、

日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
美
術
・

日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
美
術
・

書
の
５
部
門
が
そ
ろ
う
総
合
的
な
公
募

書
の
５
部
門
が
そ
ろ
う
総
合
的
な
公
募

展
で
、
数
多
く
の
作
品
が
集
ま
り
ま
す
。

展
で
、
数
多
く
の
作
品
が
集
ま
り
ま
す
。

　

窪
さ
ん
の
作
品
タ
イ
ト
ル
は
、「
光
を

　

窪
さ
ん
の
作
品
タ
イ
ト
ル
は
、「
光
を

求
め
て
」。
粘
土
で
等
身
大
の
原
型
を
制

求
め
て
」。
粘
土
で
等
身
大
の
原
型
を
制

作
し
、
型
ど
り
し
て
石
膏
に
置
き
換
え
、

作
し
、
型
ど
り
し
て
石
膏
に
置
き
換
え
、

着
色
し
て
仕
上
げ
ま
し
た
。

着
色
し
て
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

窪
さ
ん
は
、「
何
か
を
掴
み
取
る
、
あ

　

窪
さ
ん
は
、「
何
か
を
掴
み
取
る
、
あ

る
い
は
放
つ
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
表
現

る
い
は
放
つ
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
表
現

し
よ
う
と
し
た
。
日
展
で
特
選
に
選
ば

し
よ
う
と
し
た
。
日
展
で
特
選
に
選
ば

れ
大
変
光
栄
に
思
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

れ
大
変
光
栄
に
思
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

「
日
展
」
で
特
選

   

種
子
高
美
術
教
師
の
彫
刻
作
品

▲窪 信一朗さん

石膏採色の美しい
コントラストや、
抑制の効いた衣の
表現などが高く評
価されました。

▲彫刻作品「光を求めて」
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⑥

高
校
生
が
市
役
所
で
就
業
体
験

高
校
生
が
市
役
所
で
就
業
体
験

　

1010
月月
2020
日（
水
）か
ら

日（
水
）か
ら
1010
月月
2222
日（
金
）

日（
金
）

ま
で
の
３
日
間
、
種
子
島
高
校
２
年
生

ま
で
の
３
日
間
、
種
子
島
高
校
２
年
生

の
生
徒
４
名
（
迫
田
さ
く
ら
さ
ん
・
長

の
生
徒
４
名
（
迫
田
さ
く
ら
さ
ん
・
長

野
杏
慈
さ
ん
・
平
原
実
菜
子
さ
ん
・
山

野
杏
慈
さ
ん
・
平
原
実
菜
子
さ
ん
・
山

下
麻
衣
さ
ん
）
が
、
市
役
所
で
就
業
体

下
麻
衣
さ
ん
）
が
、
市
役
所
で
就
業
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

験
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、
文
書
発
送
業
務
や
市
立
図

　

生
徒
は
、
文
書
発
送
業
務
や
市
立
図

書
館
の
司
書
業
務
、
地
域
支
援
関
係
業

書
館
の
司
書
業
務
、
地
域
支
援
関
係
業

務
、
消
防
防
災
関
係
業
務
な
ど
を
体
験
。

務
、
消
防
防
災
関
係
業
務
な
ど
を
体
験
。

「
市
役
所
の
仕
事
を
よ
く
知
ら
な
か
っ

「
市
役
所
の
仕
事
を
よ
く
知
ら
な
か
っ

た
が
、
市
の
た
め
に
様
々
な
仕
事
を
し

た
が
、
市
の
た
め
に
様
々
な
仕
事
を
し

て
い
た
。
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
だ
け
で

て
い
た
。
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
だ
け
で

は
な
く
、
現
場
に
出
て
市
民
の
話
を
聞

は
な
く
、
現
場
に
出
て
市
民
の
話
を
聞

き
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
働
い
て
い

き
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
働
い
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

地
域
サ
ロ
ン
支
援
者
研
修
会
開
催

地
域
サ
ロ
ン
支
援
者
研
修
会
開
催
　

1010
月月
2121
日
（
木
）、
市
民
会
館
で
令

日
（
木
）、
市
民
会
館
で
令

和
３
年
度
地
域
サ
ロ
ン
支
援
者
研
修
会

和
３
年
度
地
域
サ
ロ
ン
支
援
者
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
支
援
者
は
、
住
民
主
体
の
サ

　

サ
ロ
ン
支
援
者
は
、
住
民
主
体
の
サ

ロ
ン
活
動
の
中
心
的
役
割
を
担
い
、
介

ロ
ン
活
動
の
中
心
的
役
割
を
担
い
、
介

護
予
防
の
普
及
と
高
齢
者
の
社
会
参
加

護
予
防
の
普
及
と
高
齢
者
の
社
会
参
加

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

研
修
会
で
は
、
市
地
域
包
括
支
援
セ

　

研
修
会
で
は
、
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
社
会
福
祉
士
が
、
高
齢
者
の

ン
タ
ー
の
社
会
福
祉
士
が
、
高
齢
者
の

権
利
擁
護
に
関
す
る
講
話
を
行
い
、
活

権
利
擁
護
に
関
す
る
講
話
を
行
い
、
活

発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
難
し
い
話
か
と

　

参
加
者
か
ら
は
、「
難
し
い
話
か
と

思
っ
た
が
、
分
か
り
や
す
い
説
明
で
参

思
っ
た
が
、
分
か
り
や
す
い
説
明
で
参

考
に
な
っ
た
。
地
域
住
民
に
も
実
施
し

考
に
な
っ
た
。
地
域
住
民
に
も
実
施
し

て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

▲「成年後見制度って？安心できる生活を送るために」
　　と題した講話の様子

荒
木
荒
木 

政
雄
さ
ん
（
西
町
）

政
雄
さ
ん
（
西
町
）

〈
大
正

〈
大
正
1010
年年
1010
月月
2929
日
生
ま
れ
〉

日
生
ま
れ
〉

　

荒
木
さ
ん
は
、
自
宅
訪
問
時
に
、
戦

　

荒
木
さ
ん
は
、
自
宅
訪
問
時
に
、
戦

争
中
の
軍
人
体
験
な
ど
の
貴
重
な
お
話

争
中
の
軍
人
体
験
な
ど
の
貴
重
な
お
話

や
、「
長
生
き
の
秘
訣
は
、
何
か
目
標

や
、「
長
生
き
の
秘
訣
は
、
何
か
目
標

を
立
て
る
事
」
な
ど
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

を
立
て
る
事
」
な
ど
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
自
宅
で
ご
家
族
揃
っ
て
お
祝

当
日
は
、
自
宅
で
ご
家
族
揃
っ
て
お
祝

い
を
し
、
大
変
賑
や
か
な
会
に
な
っ
た

い
を
し
、
大
変
賑
や
か
な
会
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

そ
う
で
す
。

　

藤
妻
さ
ん
は
、
農
業
の
か
た
わ
ら
、

　

藤
妻
さ
ん
は
、
農
業
の
か
た
わ
ら
、

機
織
り
を
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
そ

機
織
り
を
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
そ

う
で
す
。
現
在
、
現
和
苑
に
入
所
さ
れ

う
で
す
。
現
在
、
現
和
苑
に
入
所
さ
れ

て
い
て
、
当
日
は
、
ご
家
族
と
苑
の
入

て
い
て
、
当
日
は
、
ご
家
族
と
苑
の
入

所
者
の
方
々
が
一
緒
に
お
祝
い
し
ま
し

所
者
の
方
々
が
一
緒
に
お
祝
い
し
ま
し

た
。
藤
妻
さ
ん
と
ご
家
族
は
、
お
祝
い

た
。
藤
妻
さ
ん
と
ご
家
族
は
、
お
祝
い

を
受
け
て
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

を
受
け
て
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

▲荒木 政雄さん

▲左から山下さん、平原さん、長野さん、迫田さん

市市
の
取
組
み

の
取
組
み

市
が
取
り
組
む
イ
ベ
ン
ト
や
政
策
な
ど
を
こ
こ
で

み
な
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

教えて！

藤
妻
藤
妻 

ノ
ブ
さ
ん
（
中
西
）

ノ
ブ
さ
ん
（
中
西
）

〈
大
正

〈
大
正
1010
年年
1111
月月
1212
日
生
ま
れ
〉

日
生
ま
れ
〉

　

お
２
人
の
１
０
０
歳
の
お
誕
生
日
を

　

お
２
人
の
１
０
０
歳
の
お
誕
生
日
を

お
祝
い
す
る
た
め
、
ご
自
宅
と
現
和
苑

お
祝
い
す
る
た
め
、
ご
自
宅
と
現
和
苑

を
訪
問
し
、
市
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉

を
訪
問
し
、
市
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉

や
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

や
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
末
永
く
お
元
気
に
お

　

こ
れ
か
ら
も
、
末
永
く
お
元
気
に
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

荒
木
政
雄
さ
ん
、
藤
妻
ノ
ブ
さ
ん

荒
木
政
雄
さ
ん
、
藤
妻
ノ
ブ
さ
ん

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す▲藤妻 ノブさん

市政の窓 2021.12 月号



　　

1010
月月
2828
日
（
木
）、
９
月
末
で
人
権

日
（
木
）、
９
月
末
で
人
権

擁
護
委
員
を
退
任
さ
れ
た
榎
本
和
枝
さ

擁
護
委
員
を
退
任
さ
れ
た
榎
本
和
枝
さ

ん
と
落
合
ミ
チ
ヨ
さ
ん
へ
、
鹿
児
島
地

ん
と
落
合
ミ
チ
ヨ
さ
ん
へ
、
鹿
児
島
地

方
法
務
局
人
権
擁
護
課
長
か
ら
感
謝
状

方
法
務
局
人
権
擁
護
課
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

榎
本
さ
ん
は
、
人
権
擁
護
委
員
と
し

　

榎
本
さ
ん
は
、
人
権
擁
護
委
員
と
し

てて
1010
期期
3030
年年
1111
月
間
、
落
合
さ
ん
は
３

月
間
、
落
合
さ
ん
は
３

期
９
年
６
月
間
に
わ
た
り
、
市
の
人
権

期
９
年
６
月
間
に
わ
た
り
、
市
の
人
権

尊
重
思
想
の
普
及
・
高
揚
の
た
め
、
人

尊
重
思
想
の
普
及
・
高
揚
の
た
め
、
人

権
相
談
や
人
権
教
室
等
の
人
権
保
護
活

権
相
談
や
人
権
教
室
等
の
人
権
保
護
活

動
に
長
年
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

動
に
長
年
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
人
権
擁
護
委
員
と

　

ま
た
、
新
た
に
人
権
擁
護
委
員
と

な
っ
た
小
山
田
八
重
子
さ
ん
と
小
倉
敏

な
っ
た
小
山
田
八
重
子
さ
ん
と
小
倉
敏

子
さ
ん
に
は
、
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま

子
さ
ん
に
は
、
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

し
た
。

人
権
擁
護
委
員
へ
の
感
謝
状
贈
呈
と

人
権
擁
護
委
員
へ
の
感
謝
状
贈
呈
と

新
任
へ
の
委
嘱
状
伝
達

新
任
へ
の
委
嘱
状
伝
達

▲前列左から榎本 和枝さん、落合 ミチヨさん、
　　　　　　　小山田 八重子さん、小倉 敏子さん

　　

1111
月月
１１
日
（
月
）、
市
経
済
観
光
課

日
（
月
）、
市
経
済
観
光
課

に
観
光
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
後

に
観
光
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
後

藤
保
彦
さ
ん
〈
㈱
ジ
ャ
ル
セ
ー
ル
ス
鹿

藤
保
彦
さ
ん
〈
㈱
ジ
ャ
ル
セ
ー
ル
ス
鹿

児
島
支
店
〉
が
着
任
し
ま
し
た
。

児
島
支
店
〉
が
着
任
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
活
性
化
起
業
人
制
度

　

こ
れ
は
、
地
域
活
性
化
起
業
人
制
度

を
活
用
し
た
人
材
派
遣
で
、
民
間
企
業

を
活
用
し
た
人
材
派
遣
で
、
民
間
企
業

の
専
門
的
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

の
専
門
的
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
、
地
域
の
課
題
解
決
を
図
る
も
の
で

し
、
地
域
の
課
題
解
決
を
図
る
も
の
で

す
。
今
後
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
視
点
か
ら
市
の

す
。
今
後
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
視
点
か
ら
市
の

観
光
・
商
工
振
興
等
に
携
わ
り
ま
す
。

観
光
・
商
工
振
興
等
に
携
わ
り
ま
す
。

　

後
藤
さ
ん
は
、「
ま
ず
は
、
島
の
こ

　

後
藤
さ
ん
は
、「
ま
ず
は
、
島
の
こ

と
を
よ
く
知
る
た
め
に
勉
強
し
、
自
ら

と
を
よ
く
知
る
た
め
に
勉
強
し
、
自
ら

が
楽
し
め
る
こ
と
で
周
り
の
方
に
も
島

が
楽
し
め
る
こ
と
で
周
り
の
方
に
も
島

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
意

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
み
ま
し
た
。

気
込
み
ま
し
た
。

観
光
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
着
任

観
光
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
着
任

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
視
点
で
課
題
解
決
を

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
視
点
で
課
題
解
決
を

　　

1111
月
２
日
（
火
）、市
と
出
光
興
産
㈱
、

月
２
日
（
火
）、市
と
出
光
興
産
㈱
、

種
子
島
石
油
㈱
は
、
種
子
島
に
お
け
る

種
子
島
石
油
㈱
は
、
種
子
島
に
お
け
る

「
公
共
交
通
の
Ｅ
Ｖ
化
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

「
公
共
交
通
の
Ｅ
Ｖ
化
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
Ｅ
Ｖ
関
連
事

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
Ｅ
Ｖ
関
連
事

業
」
の
共
同
実
証
に
向
け
た
取
組
を
開

業
」
の
共
同
実
証
に
向
け
た
取
組
を
開

始
し
ま
し
た
。

始
し
ま
し
た
。

　

共
同
実
証
で
は
、
公
共
交
通
（
ど
ん

　

共
同
実
証
で
は
、
公
共
交
通
（
ど
ん

が
タ
ク
シ
ー
）
車
両
へ
の
Ｅ
Ｖ
導
入
、

が
タ
ク
シ
ー
）
車
両
へ
の
Ｅ
Ｖ
導
入
、

車
両
の
充
電
等
を
検
証
し
、
令
和
４
年

車
両
の
充
電
等
を
検
証
し
、
令
和
４
年

２
月
か
ら
運
行
を
開
始
し
ま
す
。
こ
の

２
月
か
ら
運
行
を
開
始
し
ま
す
。
こ
の

実
証
に
あ
た
り
、
市
は
出
光
興
産
㈱
と

実
証
に
あ
た
り
、
市
は
出
光
興
産
㈱
と

共
同
取
組
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

共
同
取
組
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
実
証
事
業
に
よ
り
、
Ｅ
Ｖ
導

　

今
回
の
実
証
事
業
に
よ
り
、
Ｅ
Ｖ
導

入
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
、
財
政

入
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
、
財
政

負
担
の
低
減
効
果
等
を
検
証
し
、
カ
ー

負
担
の
低
減
効
果
等
を
検
証
し
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
※
）
社
会
の
実

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
※
）
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
組
を
行
い
ま
す
。

現
に
向
け
た
取
組
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
本
実
証
は
、
経
済
産
業
省
の
補

　

な
お
本
実
証
は
、
経
済
産
業
省
の
補

助
事
業
「
令
和
３
年
度
次
世
代
燃
料
供

助
事
業
「
令
和
３
年
度
次
世
代
燃
料
供

給
体
制
確
立
に
向
け
た
技
術
開
発
・
実

給
体
制
確
立
に
向
け
た
技
術
開
発
・
実

証
」
の
採
択
を
受
け
て
い
ま
す
。

証
」
の
採
択
を
受
け
て
い
ま
す
。

※
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
…
温
室
効

※
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
…
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に

果
ガ
ス
の
排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に

す
る
（
排
出
量
か
ら
吸
収
量
と
除
去
量

す
る
（
排
出
量
か
ら
吸
収
量
と
除
去
量

を
差
し
引
い
た
合
計
を
ゼ
ロ
に
す
る
）

を
差
し
引
い
た
合
計
を
ゼ
ロ
に
す
る
）

こ
と
こ
と

ど
ん
が
タ
ク
シ
ー
利
用
方
法
は

ど
ん
が
タ
ク
シ
ー
利
用
方
法
は

こ
れ
ま
で
と
同
様
で
す

こ
れ
ま
で
と
同
様
で
す

　

ど
ん
が
タ
ク
シ
ー
の
路
線
に
４
台
の

　

ど
ん
が
タ
ク
シ
ー
の
路
線
に
４
台
の

Ｅ
Ｖ
車
両
（
運
転
手
を
除
き
４
人
乗
）

Ｅ
Ｖ
車
両
（
運
転
手
を
除
き
４
人
乗
）

を
導
入
し
、
予
約
者
数
が
３
名
以
下
の

を
導
入
し
、
予
約
者
数
が
３
名
以
下
の

際
に
Ｅ
Ｖ
車
両
で
運
行
し
ま
す
。
４
名

際
に
Ｅ
Ｖ
車
両
で
運
行
し
ま
す
。
４
名

以
上
の
場
合
に
は
、
こ
れ
ま
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種子島石油㈱
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面接試験のみ！

地域課題解決のための地域課題解決のための

地域ワークショッ地域ワークショッププを開催しましたを開催しました

2 回目のワークショップに2 回目のワークショップに
　　　     参加されたみなさま　　　     参加されたみなさま

　国上・安城・立山・古田の各校区で、　国上・安城・立山・古田の各校区で、
2 回の地域ワークショップを開催しま2 回の地域ワークショップを開催しま
した。(1回目10月12日～10月15日、した。(1回目10月12日～10月15日、
2 回目 11 月 3 日～ 11 月 6 日 )2 回目 11 月 3 日～ 11 月 6 日 )
　ワークショップのファシリテーター　ワークショップのファシリテーター
は、川喜田二郎氏が主宰していた研究は、川喜田二郎氏が主宰していた研究
所で KJ 法の研究と普及に 20 年従事し所で KJ 法の研究と普及に 20 年従事し
た山浦晴男氏が務め、各校区の課題をた山浦晴男氏が務め、各校区の課題を
解決するアイデアをまとめました。解決するアイデアをまとめました。

　今回のワークショップを行うために地域のみなさまにアン　今回のワークショップを行うために地域のみなさまにアン
ケートを実施し、大変多くの回答をいただきました。ご協力あケートを実施し、大変多くの回答をいただきました。ご協力あ
りがとうございました。りがとうございました。
　なお、アンケートの結果は、市ホームページで公開しています。　なお、アンケートの結果は、市ホームページで公開しています。

国上国上

立山立山

安城安城

古田古田

　過疎化・少子高齢化などの地域課題に対する解決アイデア　過疎化・少子高齢化などの地域課題に対する解決アイデア
を検討しながら「地域計画」策定のための実行計画を作成すを検討しながら「地域計画」策定のための実行計画を作成す
ることを目的に開催しました。ることを目的に開催しました。

●目的

　高校生以上の方を対象に地域アンケートを実　高校生以上の方を対象に地域アンケートを実
施し、「困りごと」「こうありたい未来」をつな施し、「困りごと」「こうありたい未来」をつな
ぐ解決アイデアをワークショップで検討。ぐ解決アイデアをワークショップで検討。
　第 2 回のワークショップでは、解決アイデ　第 2 回のワークショップでは、解決アイデ
アをもとに実行計画を作成しました。アをもとに実行計画を作成しました。

●方法

　今回のワークショップでまとまった解決アイデアをもと　今回のワークショップでまとまった解決アイデアをもと
に、地域で各プロジェクトを始動します。に、地域で各プロジェクトを始動します。
　プロジェクトメンバーを中心に、校区のみなさまのご協力　プロジェクトメンバーを中心に、校区のみなさまのご協力
をいただきながら、課題解決に向け今後も進んでいきます。をいただきながら、課題解決に向け今後も進んでいきます。

●今後の展開

■■問い合わせ先
市役所地域支援課コミュニティ推進係

　☎ 22‐1111 内線 215
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【作り方】
① 油あげは、すりこぎなどで軽くたたいて片方の口をあけ、破らないよう袋を開き、2～ 3分茹でて
油抜きし、水気をきる。
② しいたけ、にんじんは短めの千切りにする。ほうれん草は茹でて 2～ 3㎝の長さに切る。
③ 油あげの中に②を少しずつ入れ、卵を 1個流し入れ、油あげの口をつまようじで縫いとめる。
④ 平鍋にⒶの調味料を入れ煮立て、③をたてるようにして並べ、落とし蓋をして中火で約 10分間煮る。
　その後横にし、上下を返しながら均等に火がとおるように 20分ほど煮る。
⑤ 取り出してつまようじを抜き、２つに切って器に盛り、煮汁をかける。

【材料】（4人分）
油あげ………4枚
卵……………4個
にんじん……小 1本
ほうれん草…1袋
干し椎茸……4枚

■問い合わせ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう
第175 弾第 175 弾

★おいしさ詰まった
卵と野菜の信田煮卵と野菜の信田煮

水……………………カップ 2
砂糖…………………大さじ 3
みりん………………大さじ 2
醤油…………………大さじ 4
コンソメ（顆粒）…1.5g
つまようじ…………4本

Ⓐ)

国民健康保険被保険者の皆さまへ国民健康保険被保険者の皆さまへ

特定健診 受診期限まで特定健診 受診期限まで
　あと、　あと、2 か月！2 か月！

《受診できる医療機関》《受診できる医療機関》

◆ 費用無料 ！「保険証」「受診券はがき」持参。
再発行をご希望の方は、ご連絡ください。
◆ 時間に余裕を持って受付してください。
◆ 当日は血液・尿検査があります。水以外の
飲食はせず受診してください。

医療機関 受付時間 受診可能な日
中目医院

☎ 23‐0350 9時～ 11時 30分 月～木

百合砂診療所
☎ 28‐3901 8時 30分～ 12時 月～金

種子島医療センター
☎ 22‐0960 ※要予約（3日前まで）

■問い合わせ先
　市役所健康保険課国保年金係
　☎ 22‐1111内線 308

受診期限は令和 4 年受診期限は令和 4 年
1 月 31 日（月）1 月 31 日（月）

令和 4年 4月 1日採用

西之表市職員採用試験 2 次募集西之表市職員採用試験 2 次募集

　市では、次のとおり令和 3年度 職員採用試験の
2次募集を行います。
◆ 多様な人材確保のため、試験は面接試験のみ！
◆ デジタル人材確保のため、ＩＣＴ関連の高い知
識・技能を有する方、民間企業等でＩＣＴ関連の職
務経験がある方は、加点対象！
【受付期限】12月 8日（水）まで
※受付期限内に、受験申込書、エントリーシート、
課題作文を提出。（12月 8日の消印有効）
【募集職種】
　一般行政職、土木技術職、建築技術職、保健師
【採用予定人員】各職種 若干名
【試験内容及び試験日】面接試験 12 月 19日（日）
　詳細は、市ホームページをご確認ください。

面接試験のみ！

▲詳細はこちら

■提出・問い合わせ先
　市役所総務課人事係
　☎ 22‐1111内線 204
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　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報を
お届けします。

お 知 ら せ

西之表市婚活応援プロジェクト
「種子島 online 婚活」開催

 お 知
   ら せ

　本市では、少子化対策の一環として、市内独
身男女を対象に婚活イベントを実施し、婚活支
援を行っています。
　今年度は、新型コロナウイルス感染症予防対
策のため、オンライン会議アプリZoomを活用
して「種子島online 婚活」を開催します。自宅
からスマホやパソコンでお気軽に参加できます。
この機会に素敵な出会いを見つけませんか？
【募集対象年齢・開催日時】
① 25歳位～ 39歳位
　令和 4年 1月 15日（土）13時～ 15時 30分
② 35歳位～ 59歳位
　令和 4年 1月 16日（日）13時～ 15時 30分
【募集対象者】　
　〈男性〉西之表市内在住の独身男性
　〈女性〉鹿児島県内在住の独身女性
【募集定員】各回男女 30名
【参加料】男性 2,000 円、女性 1,000 円
※女性参加者全員に本市のお土産をプレゼント
【会場】
　自宅または西之表市民会館（Zoom操作補助、
端末貸出希望の方 ※要事前予約）
【申込方法】Webフォームまたは申込書を提出
【申込締切】12月 20日（月）
【その他】
　男性参加者は「スキルアップ
セミナー」（同日 11 時～ 12 時
Zoom開催）を受講していただ
きます。内容は、結婚に関する
価値観や身だしなみ、コミュニ
ケーション等についてです。

■申込・問い合わせ先
　市役所地域支援課協働推進係
　☎ 22‐1111内線 214 

生産物展示・販売会を開催します！
 お 知
   ら せ

　種子島高校生物生産科の生徒たちが、丹精込
めて作った農産物や加工品を、生徒の学習の成
果として展示・販売します。
【日時】12月 15日（水）10時～ 12時
【場所】種子島高等学校　農場
【販売物】
　シクラメン、ポインセチアなどの鉢物、花苗、
野菜、豚味噌、パッションジュース等の加工品
など
※数に限りがあります。また、感染症対策のた
めマスク着用でご来校ください。

■問い合わせ先
　鹿児島県立種子島高等学校
　☎ 22‐1270

消費税のインボイス制度等説明会を開催
します！事業者の方はどなたでも参加できます

 お 知
   ら せ

■予約・問い合わせ先
種子島税務署　☎ 22‐0440
　※自動音声案内に従い、「２」を選択 ▲ 詳細はこちら

１.インボイス制度（適格請求書等保存方式）とは？
　買手が、仕入れに係る消費税額の仕入税額控
除の適用を受ける際に、原則として売手の事業
者から交付を受けた「適格請求書」等の保存を
必要とする制度です。
２. 説明会の開催
　種子島税務署では、「インボイス制度等説明
会」を次のとおり開催します。
【開催日】12月 14日（火）
【時間】14時～ 15時 30分
【場所】種子島合同庁舎２階　共用第１・２会
議室（西之表市西之表 16314番地 6）
【定員】10名（定員に達し次第、締切り）
※要事前予約。参加をご希望の方は、12月 10
日（金）17 時までに種子島税務署へご連絡く
ださい。
・参加費用は無料です。
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
会場内でのマスク着用をお願いします。また、
新型コロナウイルス感染症等の急激な拡大等に
よっては、開催が中止となる場合があります。
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【応募要件】①保健所の営業許可がある（島内生
産者以外は、営業許可証を提出）。
②市税を完納している（完納証明書を提出）。
③市場取引が確立されている（島内生産者は除く）。
④冷蔵・冷凍設備が完備されている。
⑤１回に最大 1,400 人分程度の納品ができる。
⑥従業員の検便証明が学期に１回提出できる。
⑦計量器を２基以上所有している。
⑧自動車を所有し、物品を納品できる。ただし、
肉類・魚介類・冷凍食品等については、保冷能
力のある運搬車を所有していること。

⑨使用当日に、7時 30分から 8時 30分までに
（品目によっては指定した時間帯に）納品できる。
【指定納入品目】肉類、ハム・ベーコン類、魚介
類、練製品、卵、豆腐類、野菜・果物類、調味料、
こんにゃく、麺類、一般物資、冷凍食品（凍菜）、
もやし類、乳製品、乾物、油
【応募方法】給食センター備付の「学校給食用物
資納入業者指定願」と必要書類を提出
【提出期限】12月 23日（木）17時 15分まで
■提出・問い合わせ先
　市立学校給食センター「のびっ子」☎ 23‐5661

年末年始のごみの収集・ごみの持ち込み・し尿のくみ取りについて
 お 知
   ら せ

　ごみの収集は、12 月 31 日（金）～ 1月 3日
（月）まで休業します。休業中に、ごみステーショ
ンにごみを出さないようお願いします。
　
　種子島清掃センターは、12月 31日（金）～
1月 3日（月）は、ごみの受け入れは行いません。
また、種子島清掃センターでは、12月 29日～
30日は混雑が予想されますので、早めの搬入を
お願いします。

　
　年末は、し尿のくみ取り依頼が集中するため、
ご希望に沿えないことがあります。また、12 月
10 日（金）までにお申し込みが無い場合、1月
4日（火）からのくみ取りになる場合があります。
■し尿くみ取り申込先
　西之表清掃社☎ 22‐1620
　（土曜・祝日は午前中のみ営業、日曜は休み）　

　種子島清掃センターでは、「パソコン」や「エ
ンジン付機具（草刈機など）」を、10月からご
み受入品目に追加しました。
　家庭や地域から「一般廃棄物」として排出さ
れるものに限り、下表のとおり処分方法が変わ
ります。なお、これらの品目が事業活動に伴っ
て排出された場合（企業や商店、農業や建築
業で不要になった場合）は、「産業廃棄物」に
区分され、一般廃棄物処理施設である清掃セン
ターへ出すことはできず、許可事業者による適
正な処理が求められます。

ごみの収集

ごみの持ち込み

し尿のくみ取り

種子島清掃センター
☎ 28‐3310 牧之峯仮置場

12/30（木）
まで

通常通り
8時 30分～ 12時
13時～ 17時

通常通り
13時～ 17時

12/31（金） 休み 9時～ 11 時 30 分

1/1（土）
　～ 1/3（月） 休み 休み

追加品目 ごみ出しの方法 備考

パソコン
（周辺機器
を含む）

拠点収集…○
（燃やせないごみの指
定袋へ）
直接持込…○
（有料、指定袋は不要）

受入後は破砕処理
されますが、あら
かじめパソコン内
のデータは消去し
てください。

エンジン付
機具

（家庭用草
刈機など）

拠点収集…×
（指定袋に入らないた
め）
直接持込…○
（有料、指定袋は不要）

燃料を空にして分
解せずに出してく
ださい。
歩行型の芝刈機な
どは対象外となり
ます。

家庭用の「パソコン」「エンジン付機具（草刈機
など）をごみ受入品目に追加しました！

■問い合わせ先
　種子島地区広域事務組合環境保全係
　☎ 24‐3933
　市役所市民生活課環境安全係
　☎ 22‐1111内線 303/304

《年末年始のごみの受入時間》

  募  集 学校給食センター「のびっ子」の令和 4年度 学校給食物資納入業者を募集します
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西之表市の台所事情西之表市の台所事情 ■問い合わせ先
　市役所財産監理課財政係　☎ 22‐1111内線 279/283

　11月 1日付けで、令和 3年 4月 1日～ 9月 30 日の『西之表市財政事情』を公表しました。これは税金や地方交付税、
国・県補助金等がどのように使われているかを地方自治法の規定に基づき、毎年5月と 11月の２回公表するものです。

①令和 2年度の一般会計決算額
　歳入13,102,428千円（対前年度比2,455,362千円、23.1％増）、
歳出12,656,195千円（対前年度比2,119,450千円、20.1％増）で、
翌年度に繰り越すべき財源168,998千円を差し引いた実質収支額
は、277,235 千円の黒字。前年度に比べ、歳入・歳出決算額とも
に増加した主な要因は、特別定額給付金給付事業1,510,495 千円
を含む国庫支出金や、特別定額給付金給付事業を含む補助費等の
増加などによるものです。

公債費負担額

税負担額

歳出額

1  令和 3年度一般会計予算の状況（9月補正後）

 地方交付税の内訳（千円）
 普通交付税：4,083,555
 特別交付税：    501,332

［単位：千円、％］

区　分
令和 3年度

予算額 執行額 執行率

一　般　会　計 11,205,494 4,329,952 38.6

特
別
会
計

国民健康保険 2,198,864 856,049 38.9

交通災害共済事業 1,881 0 0.0

地方卸売市場 521 8 1.5

介　護　保　険 2,299,703 907,103 39.4

後期高齢者医療保険 250,056 78,146 31.3

計 4,751,025 1,841,306 38.8

合　計 15,956,519 6,171,258 38.7

一般会計（繰越明許費） 473,668 188,315 39.8

合計（繰越明許費含む）16,430,187 6,359,573 38.7

 ●  ● 各会計別  予算執行状況（令和 3年 9月末現在）各会計別  予算執行状況（令和 3年 9月末現在）

■繰越明許費とは
　何らかの事由に基づき、年度内に支出が終わらない
見込みのあるものについて翌年度に繰り越して使用す
ることができる経費

　第 6次西之表市長期振興計画では、市の将来像として「人・自然・文化－島の宝が育つまち」を掲げています。
本市の主要課題である「人口減少、年齢構造の不均衡、高齢化の進展・地域力の減退・担い手不足」の解決に向け、
４つの分野（くらし・しごと・ひと・ぎょうせい）を設定し、それぞれ基本目標を掲げ、各施策、事業を着実に推進し、
基本計画の更なる実効性の向上に繋げながら、行財政基盤の強化に努めてきました。
　令和 2年度は、新型コロナウイルスや豪雨等による天災地変が日本経済に大きな影響を与え、本市でも、新型
コロナウイルスによる地域経済への打撃を受けました。また、若者を中心とした人口の流出が顕著で、過疎化・
高齢化・地域の疲弊が危惧されます。このような状況を打開すべく各種事業を展開し、生活基盤の安定や雇用環
境の充実、子育て支援や地域づくりなど、暮らしやすい環境づくりに引き続き取り組んでいきます。

②経常収支比率
　「経常収支比率」が 89.2％となり昨年度よ
り 2.8％減少。これは、経常的経費に経常一
般財源収入がどの程度充当されているかを見
るもので、比率が高いほど財政構造の硬直化
が進んでいることを表します。引き続き、経
常的経費の見直しを図ります。

市税
1,386,386
12.4％

地方交付税
4,584,887
40.9％

国庫支出金
1,906,672
17.0％

歳入（内側）歳入（内側）
歳出（外側）歳出（外側）
11,205,49411,205,494
　　　　千円　　　　千円

その他
1,279,605
11.4％

繰入金
402,578
3.6％

県支出金
943,472
8.4％

その他
1,773,588
15.9％

教育費
911,901
8.1％

農林水産業費
766,659
6.8％

衛生費
1,048,086
9.4％

公債費
1,146,071
10.2％

民生費
3,482,723
31.1％

総務費
2,076,466
18.5％

市税の内訳（千円）
固定資産税：581,121
市民税　　：578,283
市たばこ税：130,613
軽自動車税：   74,417
都市計画税：   21,952

市債
701,894
6.3％

●令和 2年度決算に伴う公債費負担額、税負担額、歳出額（市民１人当たり）●令和 2年度決算に伴う公債費負担額、税負担額、歳出額（市民１人当たり）
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［単位：千円］

［単位：円］
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総務費総務費
3,616,8073,616,807
28.6％28.6％

民生費民生費
3,373,5863,373,586
26.7％26.7％

公債費公債費
1,162,9661,162,966
9.2％9.2％

教育費教育費
1,225,3511,225,351
9.7％9.7％

衛生費衛生費
900,711900,711
7.1％7.1％

その他
1,531,812
12％

農林水産業費農林水産業費
844,962844,962
6.7％6.7％

地方交付税地方交付税
4,385,7934,385,793
33.5％33.5％

市債市債
797,146797,146
6.1％6.1％

市税市税
1,419,2221,419,222
10.8％10.8％ 国庫支出金国庫支出金

3,723,3263,723,326
28.4％28.4％

県支出金県支出金
913,413913,413
7.0％7.0％

繰入金繰入金
661,279661,279
5.0％5.0％ その他

1,202,249
9.2％

【歳入分析】
 ● 地方交付税…対前年度比 78,308 千円（＋ 1.8％）。内訳は普通交付
税が 3,882,044 千円、特別交付税は 503,749 千円。
 ● 国庫支出金…対前年度比 2,255,773 千円（＋ 153.7％）。主な要因は、
特別定額給付金事業の皆増。
 ● 市税…対前年度比△ 4,239 千円（△ 0.3％）。主な要因は、市たば
こ税の減少によるもの。内訳は、市民税 586,884 千円、固定資産税
611,127 千円、軽自動車税 75,489 千円、市たばこ税 122,142 千円、
都市計画税 23,580 千円。
 ● 県支出金…対前年度比 59,348 千円（＋ 6.9％）。主な要因は、種子
島周辺漁業対策事業や障害者自立支援給付事業の増加によるもの。
 ● 市債…対前年度比 51,557 千円（＋ 6.9％）。主な要因は、中学校プー
ル整備事業や校内通信ネットワーク整備事業の完了によるもの。

【歳出（目的別）分析】
 ● 総務費…対前年度比 1,439,849 千円（＋ 66.1％）。主な要因は、特
別定額給付金給付事業の皆増。
 ● 民生費…対前年度比 54,242 千円（＋ 1.6％）。主な要因は、ひとり
　親世帯臨時特別給付事業や子育て世帯支援給付金給付事業の皆増。
 ● 教育費…対前年度比 425,724 千円（＋ 53.2％）。主な要因は、中学
校プール整備事業や教育用コンピューター導入事業によるもの。
 ● 公債費…対前年度比△ 54,845 千円（△ 4.5％）。主な要因は、平成 7
年度借入一般単独事業債や平成 20年度借入過疎対策事業債の償還終了
によるもの。
 ● 衛生費…対前年度比 5,537 千円（＋ 0.6％）。主な要因は、ワクチン
接種緊急促進事業や種子島地区広域事務組合の負担金の増加。
 ● 農林水産業費…対前年度比 130,949 千円（＋ 18.3％）。主な要因は、
さつまいも生産者経営安定化支援緊急対策事業や種子島周辺漁業対策事
業によるもの。

2  令和 2年度一般会計決算の状況

歳入決算額　13,102,428 千円

歳出決算額　12,656,195千円

区　分
令和 2年度決算額 翌年度へ

繰越す
べき財源

実質収支歳入 歳出 差引
一　般　会　計 13,102,428 12,656,195 446,233 168,998 277,235

特
別
会
計

国民健康保険 2,269,920 2,253,827 16,093 0 16,093
交通災害共済事業 1,654 1,429 225 0 225
地方卸売市場 468 404 64 0 64
介　護　保　険 2,222,262 2,183,015 39,247 0 39,247

後期高齢者医療保険 246,750 245,588 1,162 0 1,162
計 4,741,054 4,684,263 56,791 0 56,791

合　計 17,843,482 17,340,458 503,024 168,998 334,026

●●各会計別の決算状況 ［単位：千円］
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［単位：百万円（地方債残高）］［単位：百万円（地方債発行額・公債費）］

平成 30年度平成 28年度
地方債発行額 公債費（元利償還金） 地方債残高

●●地方債発行額および残高、公債費（元利償還金）の推移

平成 29年度 令和元年度

支支
　地方債の残高は年々減少。平成
13年度末には 175 億円の残高で
したが、平成26年度末には 98.8
億円まで縮減を図りました。しか
し、汚泥再生処理センター整備事
業、防災拠点中央公民館（市民会
館）改修事業及び新種子島産婦人
科医院建設事業などに加え、平成
26 年度の繰越事業（災害復旧事
業など）により、平成 27 年度ま
でに 19.3 億円の地方債を発行。
平成 30年度も防災行政無線デジ
タル化事業等で平成 30年度末の
地方債残高は、105.8 億円となっ
ています。令和 2年度は、地方債
発行額が、公債費（償還額）を下
回ったため、地方債残高が 98.6
億円となっています。
　公債費（毎年の返済額）は、平
成 21 年度から平成 24 年度まで
繰上償還を実施したこともあり、
平成 15 年度の 21 億円をピーク
に毎年減少していますが、近年増
加に転じており、令和 2 年度は
11.6 億円となっています。

令和2年度

797797

1,1631,163

9,8599,859

690690

1,1051,105

10,48010,480

10,13310,133

10,58310,583

10,17310,173

656656
1,0921,092

1,5241,524

746746
1,1491,149

1,2181,218

［単位：千円］

［単位：千円］
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時
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ま
た
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る

４
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時
に
ま
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⁉⁉    Four Corners

Four Corners

▲こうして、４つの州に同時にいることができました▲こうして、４つの州に同時にいることができました

「誰でも簡単おうちでヨガ」無料DVD配布中♪
　ヨガの体操や呼吸法の動画をDVDにしました。椅子に
座って実践できるヨガも同時収録。健康管理に活用くださ
い！ご希望の方は、地域支援課までご連絡を！
※各家族 1枚まで

ヨガの聖地　西之表市

よ か よ か よ ～ が

■問い合わせ先　市役所地域支援課コミュニティ推進係　22‐1111内線 215

【方法】
①うつ伏せの状態で足の甲を床につけましょう。
②両手を胸の横に置き、脇をしめましょう。
③息を吸いながら両手で床を押し、ゆっくりと上半身を起こしましょう。
（注意）勢いをつけたり、痛いところや無理をしてまで行ったりしないでくだ
さい。
④胸を天井に向けるように伸ばしましょう。
⑤自分の呼吸のリズムや音を意識しながら、無理なく 10～ 30秒キープして
みましょう。

【効果】
　腰痛緩和／呼吸機能の向上／背中の引き締め／肩こ
り解消　等

乾燥する季節の風邪予防に！
　肺を鍛えるコブラのポーズ（ブジャンガーサナ）

【イラスト】
全日本ヨガ連盟
種子島支部長 川越 れい子

【禁忌】
　勢いをつけて行わないようにしてください。また、
妊婦の方は行わないでください。

⑭市政の窓 2021.12 月号



■問い合わせ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233
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し
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▲ 尾形さんの解説を聞く児童▲ 尾形さんの解説を聞く児童▲ 山道歩きでの植物採取の様子▲ 山道歩きでの植物採取の様子

⑮ 市政の窓2021.12 月号



消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
２
‐
1
1
1
1 

内
線
3
1
4

《
事
例
》

◆ 

寝
室
に
あ
る
熱
い
蒸
気
が
出
る
加
湿
器

の
電
源
を
入
れ
て
、
ド
ア
を
開
け
て
い
た
。

子
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も
が
寝
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に
入
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て
き
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、
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気
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、
手
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ど
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９
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あ
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蒸
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言

・
炊
飯
器
、
ポ
ッ
ト
、
ケ
ト
ル
、
ス
チ
ー

ム
式
の
加
湿
器
な
ど
か
ら
出
る
蒸
気
は
、

蒸
気
口
で
は
１
０
０
度
近
い
高
温
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
数
秒
触
れ
た
だ
け
で

や
け
ど
を
負
う
た
め
大
変
危
険
で
す
。

・
蒸
気
が
出
る
家
電
は
、
乳
幼
児
の
手
が

届
か
な
い
位
置
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

・
蒸
気
レ
ス
、
蒸
気
カ
ッ
ト
、
蒸
気
セ
ー

ブ
な
ど
の
高
温
蒸
気
へ
の
対
策
機
能
が
表

示
さ
れ
た
家
電
も
あ
り
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

食
べ
る
こ
と
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

　

高
齢
に
な
る
と
、
食
事
の
量
や
回
数
が

減
り
、
た
ん
ぱ
く
質
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不

足
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
「
低
栄

養
状
態
」
で
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

低
栄
養
状
態
に
な
り
や
す
い
で
す
。

□
や
わ
ら
か
い
物
ば
か
り
食
べ
て
い
る
。

□
「
粗
食
」
で
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

□
い
つ
も
同
じ
物
を
食
べ
て
い
る
。

□
半
年
で
２
〜
３
㎏
以
上
の
体
重
が
減
少
。

　

栄
養
状
態
を
良
く
す
る
こ
と
以
上
に
私

た
ち
が
大
切
に
し
た
い
の
は
「
食
べ
る
楽

し
み
」
で
す
。
好
物
を
食
べ
る
、
家
族
や

友
人
と
食
卓
を
囲
む
、
献
立
を
考
え
て
作

る
な
ど
の
楽
し
み
で
、
自
立
や
生
活
の
質

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

低
栄
養
状
態
を
防
ぐ
食
生
活
の
ヒ
ン
ト

①
月
に
一
度
体
重
を
測
り
ま
し
ょ
う
。

②
主
食
と
主
菜
を
毎
食
食
べ
ま
し
ょ
う
。

③
食
欲
が
な
い
と
き
は
好
き
な
も
の
を
好

き
な
だ
け
食
べ
ま
し
ょ
う
。

④
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
た
ん
ぱ
く
質
が
多
く
含

ま
れ
る
食
品
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

⑤
水
分
を
十
分
と
り
ま
し
ょ
う
。

⑥
口
腔
状
態
や
運
動
、
休
養
（
睡
眠
）
の

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

⑦
「
食
べ
る
こ
と
」「
楽
し
む
こ
と
」
で
、

い
き
い
き
と
し
た
生
活
と
自
己
実
現
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
２
３
‐
５
２
２
５

知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金  
シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

《
控
除
期
間
と
金
額
》

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
法
及

び
地
方
税
法
上
、
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
が
、控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

令
和
３
年
中
（
令
和
３
年
１
月
１
日
〜

同
年
12
月
31
日
）
に
納
め
た
保
険
料
の

全
額
で
す
。

　

本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険

料
に
つ
い
て
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
に
、
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
（
控
除
証
明
書
）
の
添

付
が
必
要
で
す
。

《
控
除
証
明
書
の
発
送
時
期
》

　

下
段
表
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
日
本
年

金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
対
象
者

宛
に
発
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
届
い
た
ら

大
切
に
保
管
し
、
年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
際
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
負
担
す
べ
き
国
民

年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合

は
、
ご
自
身
の
国
民
年
金
保
険
料
に
加

え
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　

国
民
年
金
制
度
は
、
税
法
上
と
て
も

有
利
な
だ
け
で
は
な
く
、
老
後
は
も
ち

ろ
ん
、
不
慮
の
事
故
な
ど
万
が
一
の
場

合
に
も
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。

保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
免
除
制
度
を
活
用

す
る
な
ど
、
未
納
を
防
ぐ
こ
と
も
重
要

で
す
。

発送時期 対象者

①
令和 3年 10 月下旬
から 11 月上旬にか
けて順次発送

令和 3年 1月 1日から同年 9月
30日までの間に国民年金保険料
を納付した方

② 令和 4年 2月上旬

令和3年 10月 1日から同年12
月 31 日までの間に国民年金保
険料を納付した方
※①の対象者は除く。

⑯市政の窓 2021.12 月号
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２
０
２
１
年
10
月
26
日
午
前
11

時
19
分
37
秒
に
、「
み
ち
び
き
初

号
機
後
継
機
」
を
搭
載
し
た
Ｈ
‐

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
44
号
機
を
種
子
島

宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ま

し
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
は
計
画
ど
お
り

に
飛
行
し
、
打
上
げ
後
約
28
分
６

秒
に
衛
星
を
正
常
に
分
離
し
ま
し

た
。

　
「
み
ち
び
き
」（
準
天
頂
衛
星
シ

ス
テ
ム
）
は
、
日
本
の
衛
星
測
位

シ
ス
テ
ム
で
、
日
本
版
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と

呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
現
在

は
４
機
体
制
で
の
運
用
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
２
０
２
３
年
度
ま
で

に
３
機
の
打
上
げ
を
計
画
し
て
お

り
、
将
来
的
に
は
７
機
体
制
で
運

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
精
度
で

安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト

44
号
機
打
上
げ
成
功
！

（
本
文
の
内
容
は
11
月
９
日
現
在
）

イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト

５
号
機
も
打
上
げ
成
功
！

　

２
０
２
１
年
11
月
９
日
午
前
９

時
55
分
16
秒
に
、
内
之
浦
宇
宙
空

間
観
測
所
か
ら
、
９
機
の
小
型
衛

星
を
搭
載
し
た
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ

ケ
ッ
ト
５
号
機
を
打
ち
上
げ
ま
し

た
。

▲Ｈ - ⅡＡロケット 44 号機
打上げの様子

そ
し
て
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト

45
号
機
打
上
げ
へ

　

２
０
２
１
年
12
月
21
日
に

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
通
信
衛
星

「Inm
arsat

（
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
）

‐
６
」
を
搭
載
し
た
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ

ケ
ッ
ト
45
号
機
の
打
上
げ
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
は
「
移
動
し

な
が
ら
利
用
で
き
る
」
こ
と
を
特

徴
と
す
る
通
信
衛
星
で
、
世
界
中

の
船
や
飛
行
機
、
鉱
山
、
石
油
採

掘
場
、
メ
デ
ィ
ア
、
救
急
、
政
府

機
関
な
ど
で
幅
広
く
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

宇
宙
科
学
技
術
館

年
末
年
始
の
開
館
状
況

　

年
末
年
始
は
、12
月
27
日
（
月
）

か
ら
令
和
４
年
１
月
３
日
（
月
）

ま
で
休
館
し
、
１
月
４
日
（
火
）

か
ら
開
館
致
し
ま
す
。

市
長
独
言
№ 56
…
甲
女
川
の
イ
ト
ヤ
シ

　

今
年
10
月
に
百
歳
を
迎
え
た
西
町
在
住
の
荒
木
政
雄
さ
ん
は
、
鴨
女
町
の
甲
女
川
河

畔
に
そ
び
え
る
イ
ト
ヤ
シ
並
木
を
50
年
以
上
前
に
植
樹
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
後
、「
体
育
の
日
」（
現
ス
ポ
ー

ツ
の
日
）
が
で
き
た
の
が
き
っ
か
け
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
た
そ
う
で
す
。
市
内
を

巡
り
歩
き
な
が
ら
坂
道
を
下
っ
て
い
る
と
き
、
甲
女
川
の
河
口
付
近
を
殺
風
景
に
感
じ

た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

高
度
成
長
期
に
入
り
、
各
地
で
観
光
地
を
演
出
す

る
動
き
が
盛
ん
な
時
代
で
し
た
。荒
木
さ
ん
は
当
時
、

市
役
所
に
務
め
て
観
光
担
当
で
、「
甲
女
川
の
川
面

に
ヤ
シ
が
映
っ
た
ら
、
南
国
ら
し
く
て
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
、
と
。
県
が
植
栽
を
奨
励
し
て
い
る
こ
ろ

で
、
補
助
金
も
あ
る
か
ら
、
と
始
め
た
わ
け
で
す
」。

　

68
年
春
、
苗
木
は
長
さ
１
・
５
㍍
く
ら
い
。
も
と

も
と
砂
地
だ
っ
た
の
で
、
土
手
に
客
土
を
し
て
土
壌

を
改
良
し
、
バ
ケ
ツ
で
水
や
り
を
充
分
に
世
話
す
る

と
、
生
長
の
早
い
イ
ト
ヤ
シ
は
翌
年
に
は
し
っ
か
り

と
根
づ
き
、「
い
つ
枯
る
ん
ど
ー
か
い
な
」
と
冷
や

や
か
な
声
も
あ
っ
た
地
元
か
ら「
こ
い
で
鴨
女
町
が
、

わ
ざ
い
良
う
な
っ
た
」と
感
謝
さ
れ
た
と
語
り
ま
す
。

　
「
今
、
心
配
は
、
あ
ま
り
伸
び
す
ぎ
て
、
台
風
で
折
れ
た
ら
困
る
か
ら
、
間
に
ビ
ロ
ウ

を
植
え
た
ら
ど
う
か
な
あ
」

　

荒
木
さ
ん
は
幼
い
頃
に
大
病
を
し
ま
し
た
が
、
戦
争
で
は
水
兵
と
し
て
ソ
ロ
モ
ン
海

戦
に
加
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
ふ
だ
ん
、
何
気
な
く
見
て
い
る
並
木
に
、
昭
和
、
平
成
、

令
和
に
わ
た
っ
て
生
き
て
き
た
大
正
人
の
苦
労
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
戦
末
期
、
近
隣
海
域
で
敵
に
沈
め
ら
れ
た
艦
船
の
兵
が
多
数
、
遺
体
で
流
れ
着
き
、

川
の
近
く
で
荼だ

び毘
に
付
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
あ
っ
た
ア
ー
チ
型
の
天
神

橋
は
架
け
替
わ
り
、
河
口
周
辺
は
治
水
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
人
々
の
心
を
癒
や

す
穏
や
か
な
風
景
を
保
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

甲女川の河口にそびえるイトヤシ並木

⑰ 市政の窓2021.12 月号



  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
9
月
受
付
分
）

（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）（
故
人
名
）

國
浦　

昌
幸

浦
田

國
浦　

コ
ト

上
薗　

修

塰
泊

上
薗　

マ
サ
子

樗
木　

容
一
郎
池
之
久
保
樗
木　

慎
一

原
﨑　

裕
樹

池
之
久
保
原
﨑　

操

武
田　

歩

国
上
中
目
芝　

和
通

小
牧　

一
枝

塰
泊

小
牧　

鐡
徳

河
野　

ト
チ
子
下
郷

河
野　

貞
丸

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄

附
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会

福
祉
の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み
（
〜
11
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）
（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

上
村　

詩し
の乃

女

勝
吾

咲
希

上
之
原
町

大
河　

稔
み
の
る

男

翔
馬

朋
果

上
之
原
町

長
野　

稜り
ょ
う
た大

男

清
和

千
賀
子
里
之
町

田
島　

昌ま
さ
き樹

男

拓
実

早
織

榕
城
中
目

鮫
島　

優ゆ
あ愛

女

真
治

絢
子

西
俣

平　
　

将
実　
　

松
畠

　
　

＆

小
山　

愛
佳　
　

南
種
子
町

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

稲
子　

ト
ミ
子

77

松
畠

長
山　

博
義

85

野
首

山
口　

求

74

鞍
勇

長
野　

能
美

29

納
曽

榎
本　

長
有

82

現
和
下
之
町

前
原　

美
智

95

現
和
下
之
町

川
畑　

清

83

塰
泊

田
畑　

タ
ツ
ミ

94

柳
原

小
松　

ま
ゆ
み

73

野
首

榎
本　

正
和

47

村
之
町

長
野　

裕
子

89

住
吉
中
之
町

白
石　

マ
リ
子

92

国
上
中
目

小
川　

政
則

83

安
城
下
之
町

日
髙　

勝
男

95

榕
城
中
目

  

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  
う
ぶ
ご
え
（
〜
11
月
15
日
受
付
分
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
〜
11
月
15
日
受
付
分
）

中　

ハ
ギ

100

上
石
寺

鎌
田　

律
子

92

塰
泊

礒
邉　

和
美

67

形
之
山

大
尾　

東
治

78

塰
泊

柳
田　

健
吾　
　

松
畠

　
　

＆

薗
田　

綾
佑
理　

洲
之
崎

戸籍の窓

⑱

　

1111
月月
６６
日
（
土
）、
令
和
３
年
度
戦
没
者

日
（
土
）、
令
和
３
年
度
戦
没
者

追
悼
式
を
、
わ
か
さ
公
園
慰
霊
塔
前
で
開
催

追
悼
式
を
、
わ
か
さ
公
園
慰
霊
塔
前
で
開
催

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
昨
年
と
同
様
に
規
模
を
縮
小

の
観
点
か
ら
、
昨
年
と
同
様
に
規
模
を
縮
小

し
て
開
催
し
、
例
年
行
わ
れ
る
奉
納
相
撲
も

し
て
開
催
し
、
例
年
行
わ
れ
る
奉
納
相
撲
も

中
止
と
し
ま
し
た
。

中
止
と
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
市
遺
族
会
・
各
支
会
の
方
々
や
、

　

式
で
は
、
市
遺
族
会
・
各
支
会
の
方
々
や
、

市
・
各
団
体
の
関
係
者
が
献
花
を
行
い
、
戦

市
・
各
団
体
の
関
係
者
が
献
花
を
行
い
、
戦

没
者
に
追
悼
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

没
者
に
追
悼
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

慰
霊
塔
の
階
段
は
、
例
年
同
様
、
榎
本
修

　

慰
霊
塔
の
階
段
は
、
例
年
同
様
、
榎
本
修

元
市
長
が
育
て
て
い
る
た
く
さ
ん
の
菊
の
花

元
市
長
が
育
て
て
い
る
た
く
さ
ん
の
菊
の
花

で
飾
ら
れ
ま
し
た
。

で
飾
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度 

戦
没
者
追
悼
式

戦
没
者
追
悼
式

市政の窓 2021.12 月号



青果状況【10月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 344 211 4,494 552
葉茎菜
　　類 160 51 4,394 729

果菜類 1,620 288 3,166 673
その他 1,981 293 4,002 755
小 計 4,105 843 16,056 2,709

果
物
類

かん
きつ類 0 0 4,012 415

果瓜類 0 0 13 4
その他 35 7 2,921 528
小 計 35 7 6,946 947

鳥卵・　　
加 工 品 等 43 11 836 256

花　類 11,870
本 233 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
28トン

4トン
（14％）

24トン
（86％）

取引額
500万円

109万円
（22％）

391万円
（78％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。
《12月の休み》
1日・5日・8日・12日・15日・19日・
22日・26日・31日

■問い合わせ先
種子島公設地方卸売市場
☎ 22‐0216

土
曜
日
は
新
聞
待
ち
て
脳
ト
レ
を
夫
は
数
独
要
領
得
た
り

農
薬
を
運
ぶ
愛
車
の
フ
ロ
ン
ト
に
命
乞
う
か
や
カ
メ
虫
並
ぶ

神
無
月
晴
れ
た
青
空
朝
八
時
ビ
ル
の
谷
間
に
雀
た
ち
の
鳴
く

出
雲
な
ら
神か

み
あ
り
づ
き

在
月
と
思
い
つ
つ
無
事
を
祈
れ
り
娘
の
受
診
の
日

十
月
に
入
り
て
コ
ロ
ナ
も
減
り
始
め
島
も
活
気
を
取
り
も
ど
し
お
り

や
わ
ら
か
な
火
花
の
様
な
百
日
紅
鉢
に
浮
べ
て
孤ひ

と
り独

楽
し
む

洋
上
の
種し

ま
子
島
の
紅
葉
緩
や
か
に
赤
い
山や

ま
は
ぜ

黄
櫨
あ
ざ
や
か
に
映
え

山
里
に
お
寺
の
鐘
が
あ
の
童う

た謡
が
谷
間
に
届
く
「
夕
焼
け
小
焼
け
」

学
舎
も
湊か

わ川
の
流
れ
も
潮し

お
ざ
い騒

も
昔
の
ま
ま
に
産う

ぶ
す
な土

の
村

歯
科
医
師
の
や
さ
し
い
処
置
に
い
や
さ
れ
て
言げ

ん
せ施

の
教
え
心
に
学
び
ぬ

焼
玉
も
渡
り
の
小
屋
も
馬
毛
島
や
あ
の
日
の
波
路
飛
魚
群
れ
て

猛
暑
に
は
水
は
優
し
く
元
気
く
れ
口
に
ふ
く
め
ば
ほ
っ
と
一
と
息

コ
ロ
ナ
禍
は
如
何
に
書
か
れ
む
誰
も
彼
も
逝
き
し
百
年
後
星
は
廻
り
て

散
歩
道
黄
金
色
の
美
し
さ
実
り
に
実
り
深
ぶ
か
お
辞
儀

季
節
か
ら
動
き
始
め
る
星
座
か
な

好
き
な
歌
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
踊
り
だ
す

桜
が
丘
・
岩
坪　

純
子

天
神
町
・
川
﨑　

正
子

榕
城
中
目
・
河
東　

鏡
自

古
田
中
之
町
・
栗
﨑　

和
子

鴨
女
町
・
桑
原　

房
子

南
種
子
町
・
佐
伯　

圭
子

桜
が
丘
・
下
玉
利　

英
世

群
馬
県
高
崎
市
・
西
門　

香
里

群
馬
県
高
崎
市
・
西
門　

正
德

西
町
・
濱
田　

千
代

榕
城
中
目
・
古
澤　

勝

納
曽
・
山
﨑　

雅
惠

中
野
・
𠮷
原　

三
保
子

鹿
児
島
市
・
吉
盛　

正
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
と
も
ひ
さ

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
よ
う
こ

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10

日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡
先
を
明
記
の

う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人
一
点
と

さ
せ
て
頂
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,631 4,011 7,642 3,959
上西 229 249 478 274
下西 1,005 1,115 2,120 1,138
国上 482 512 994 553
伊関 186 203 389 214
安納 179 180 359 204
現和 574 591 1,165 659
安城 150 144 294 166
立山 47 41 88 48
中割 38 37 75 49
古田 160 187 347 181
住吉 380 449 829 471

［校区別］

［人口］
全体 14,780 人（＋ 9）
男性 7,061 人（－ 1）
女性 7,719 人（＋ 10）
［世帯数］
7,916 世帯（＋2）
（　）内の数字は前月比

10月末現在
人人口・世帯口・世帯

［火　災］
出火件数　1件
うち建物　0件
［救　急］
出動件数　76件
うち急病　32件

10月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓

発生件数　   6 件
死 者　   1 人
負 傷 者　   5 人

11月10日現在（累計）
交交通事故通事故（人身事故）

広告広告

　

1010
月月
3131
日
（
日
）、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

日
（
日
）、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
等
で
行
事
が
な
く
な
る
中
で
の
思

ス
感
染
症
等
で
行
事
が
な
く
な
る
中
で
の
思

い
出
づ
く
り
と
し
て
、
安
納
お
お
き
に
ま
つ

い
出
づ
く
り
と
し
て
、
安
納
お
お
き
に
ま
つ

り
実
行
委
員
が
、
地
域
の
子
ど
も
向
け
に
ハ

り
実
行
委
員
が
、
地
域
の
子
ど
も
向
け
に
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。
子
ど
も

ロ
ウ
ィ
ン
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
仮
装
し
て
区
会
議
所
を
訪
問
し
、

た
ち
は
、
仮
装
し
て
区
会
議
所
を
訪
問
し
、

お
菓
子
を
も
ら
っ
て
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

お
菓
子
を
も
ら
っ
て
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

▲ 魔女の恰好でトリッ▲ 魔女の恰好でトリッ
ク・オア・トリート！ク・オア・トリート！

安
納
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
企
画

安
納
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
企
画

　
《
お
便
り
い
た
だ
き
ま
し
た
》

　
《
お
便
り
い
た
だ
き
ま
し
た
》
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［
発
行
］
西
之
表
市
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所
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［
編
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総
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刷
]

株
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会
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子
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新
生
社
印
刷

☎
0997‐

22‐
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ー
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ー
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o
o
m
o
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/
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ー
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ア
ド
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o
o
m
o
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この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

シオン学園

19
Ｐ
か
ら
続
く

3 5

日 昇 製 糖 工 場

PP

『褒めない・叱らない・勇気を与える』
子どもの笑顔が増える

勇気づけ子育て
セミナー

主  催 南九州アドラー心理学研究会
0 9 0－7 9 8 4－5 1 4 0（イソモト）

お問合せ お申込みはコチラ

定 員会 場

対 象

西之表市市民会館（301会議室）
（事前にお申込みとお振込みをお願いします。）

30 名
3,000 円受講料

2021
12 19
13:30－15:30
開場 13:00

日

お申込み・お問合せ

講師プロフィール


